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2017年12月５日　第 327 号

18年県労連・東青労連旗びらき
と　き 1 月 5 日（金）１８時～
ところ クラウンパレス（旧厚生年金会館）
会　費 4,500 円
内　容 ①県労連議長あいさつ
 ②来賓あいさつ
 ③各組合の紹介
 ④余興

　

11
月
27
日
、
改
憲
右
翼
団
体

の
「
日
本
会
議
」
と
同
会
議
と

一
体
の
国
会
議
員
懇
談
会
の
設

立
20
周
年
記
念
大
会
が
開
か
れ
、

自
民
党
や
希
望
の
党
、
維
新
の

会
か
ら
30
数
人
の
国
会
議
員
が

参
加
。
安
倍
首
相
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
「
憲
法
審
査
会
に
お
け
る

具
体
的
議
論
を
リ
ー
ド
し
、
そ

の
歴
史
的
使
命
を
果
た
す
」
と

表
明
し
た
。
改
憲
の
本
命
は
、

９
条
２
項
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

３
項
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
こ

と
で
あ
る
。
１
９
５
０
年
の
朝

鮮
戦
争
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

指
示
に
も
と
づ
い
て
、
警
察
予

備
隊
の
名
で
創
設
さ
れ
、
52
年

に
保
安
隊
に
改
称
、
54
年
に
陸

海
空
３
軍
か
ら
な
る
自
衛
隊
が

発
足
し
た
。
憲
法
９
条
２
項
は

「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は

こ
れ
を
保
持
し
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
「
自
衛
隊
」
と

呼
ん
で
い
る
が
実
態
は
軍
隊
で

あ
り
、
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調

査
で
は
自
衛
隊
が
「
憲
法
で
認

め
ら
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

は
62
％
で
、
「
認
め
ら
れ
な

い
」
の
11
％
を
圧
倒
し
て
い
る
。

さ
ら
に
災
害
時
等
に
於
け
る
自

衛
隊
の
活
動
を
通
じ
て
存
在
は

認
知
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
に
明

記
を
し
て
も
良
い
と
い
う
国
民

が
多
数
い
る
と
思
う
。
「
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万

署
名
」
を
成
功
さ
せ
、
戦
争
す

る
国
づ
く
り
を
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

学
習
し
、
周
り
に
〝
訴
え
る
力

量
〞
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。　

（
柳
谷
）

軍
隊
の
な
い
コ
ス
タ
リ
カ

伊
藤
千
尋
憲
法
講
演
会

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

高
校
ま
で
拡
大
を

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

高
齢
者
を
な
く
そ
う

　

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
県
社
保
協
）
は
、
11
月
か

ら
医
療
・
介
護
・
生
活
保
護
な

ど
社
会
保
障
に
か
か
わ
る
自
治

体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
医

療
・
介
護
・
生
活
保
護
に
加
え

て
就
学
援
助
・
学
校
給
食
・
子

ど
も
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
40
自
治
体
す
べ
て
を

訪
問
、
担
当
者
と
懇
談
し
ま
し

た
。
懇
談
内
容
の
ま
と
め
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
中
間
ま
と
め

を
報
告
し
ま
す
。

　

①
多
く
の
自
治
体
は
来
年
度

か
ら
始
ま
る
国
保
の
県
単
一
化

に
伴
い
国
保
税
の
値
上
げ
が
不

可
避
と
み
て
い
る
。（
西
目
屋

　
11
月
12
日
、
県
九
条
の
会
と

津
軽
９
条
の
会
な
ど
が
主
催
し

た
、
伊
藤
千
尋
憲
法
講
演
会
が

弘
前
市
立
観
光
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
会
に
は
県
内
各

地
か
ら
約
１
３
０
人
が
詰
め
か

け
、
伊
藤
さ
ん
の
講
演
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん

は
、
大
学
を
卒
業
後
朝
日
新
聞

社
に
入
社
し
、
世
界
各
地
を
取

材
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
日
本
国
憲
法
９
条
の
碑
を

建
て
て
い
る
国
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
、
そ
の
広
場
の
名
前
を

「
広
島
・
長
崎
広
場
」
と
命
名

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
国
内
で
も
13
の

９
条
の
碑
が
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
６
カ
所
が
沖
縄
県
に
あ
る
。

　
中
南
米
の
コ
ス
タ
リ
カ
で

は
、
１
９
４
９
年
に
憲
法
で
軍

隊
を
廃
止
し
、
国
民
が
憲
法
を

日
常
生
活
に
生
か
し
て
政
治
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
「
憲
法
に

書
か
れ
た
理
想
は
実
現
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、

村
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
も
検
討
）
②
国
保
料
の
収
納

一
三
〇
人
が
参
加
し
た
講
演
会

　
11
月
４
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
第
19
回
県
高
齢
者
大
会
が

開
催
さ
れ
。
県
内
各
地
か
ら

３
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
ま
ち
か
ら
村
か
ら

の
連
帯
で
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高

齢
者
を
な
く
そ
う
―
憲
法
が
輝

く
平
和
な
未
来
と
青
森
県
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
は
県
高
齢
者
運
動
連
絡

会
や
年
金
者
組
合
県
本
部
な
ど

率
は
平
均
90
％
代
だ
が
、
差
押

え
が
９
４
９
件
・
６
億
５
千
万

15
団
体
に
よ
る
県
高
齢
期
運
動

連
絡
会
で
す
。

円
の
青
森
市

③
弘
前
市
の

国
保
の
資
格

証
明
書
発

行
６
０
６

件
、
八
戸
市

の
短
期
保
険

証
の
発
行

２
８
６
９
件

が
顕
著
で

す
。

　

子
ど
も
の

医
療
費
無
料

化
は
年
々
前

進
し
て
い
ま

す
。
中
学
校

ま
で
の
通
院
・
入
院
の
無
料
化

は
約
30
自
治
体
で
、
高
校
ま
で

の
通
院
・
入
院
の
無
料
化
は
東

北
町
・
横
浜
町
・
西
目
屋
村
に

続
い
て
今
年
度
か
ら
佐
井
村
・

外
ヶ
浜
町
に
拡
大
、
風
間
浦

小
学
生
が
違
憲
訴
訟
を
行
う
な

ど
、
憲
法
が
生
活
と
直
結
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
統
領
が
戦

争
し
て
い
る
隣
国
を
訪
問
し
、

戦
争
を
止
め
さ
せ
た
こ
と
で
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
や
、
今
年
、
国
連
で
採
択

さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
提

案
国
で
あ
り
議
長
国
と
し
て
、

平
和
の
実
現
に
取
組
ん
で
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

安
倍
自
公
政
権
と
そ
の
補
完
勢

力
が
企
む
改
憲
策
動
を
断
念
さ

せ
る
た
め
に
は
、
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

岩木登山囃子保存会の皆さん

前進的な回答のあった八戸市との懇談

村
・
中
泊
町
で
も
来
年
度
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
学
校
給

食
の
無
料
化
は
、
七
戸
町
・
新

郷
村
・
六
ヶ
所
村
・
西
目
屋
村

で
実
施
さ
れ
、
他
の
自
治
体
に

波
及
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ン
が
呼
び
か
け
た

３
０
０
０
万
人
署

名
を
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
会

に
、
３
０
０
０
万

筆
の
署
名
が
積
み

あ
げ
ら
れ
た
時
、

改
憲
勢
力
は
改
憲

発
議
を
強
行
す
る

こ
と
は
出
来
な
く

な
り
ま
す
。
と
も

に
奮
闘
し
ま
し
ょ

う
。

　
集
会
は
午
前
、
反
貧
困
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
活
動
す
る
藤
田
孝

典
氏
の
記
念
講
演
、
午
後
は
県

社
保
協
会
長
大
竹
進
氏
の
学
習

講
座
「
『
我
が
事
・
丸
ご
と
地

域
共
生
社
会
』
構
想
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
」
と
２
つ
の
分

科
会
、
①
「
今
風
井
戸
端
会

議
」
、
②
「
葬
儀
、
お
墓
に
つ

い
て
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
氏
は
、
「
あ
な
た
の
老

後
は
大
丈
夫
―
１
億
総
老
後
崩

壊
の
衝
撃
と
実
態
」
と
題
し
て

講
演
、
高
齢
者
の
貧
困
の
実
態

を
豊
富
な
資
料
を

駆
使
し
て
解
説
し

ま
し
た
。
貧
困
の

根
本
原
因
は
、
政

府
の
年
金
削
減
、

医
療
・
介
護
の
改

悪
、
正
規
労
働
か

ら
非
正
規
労
働
へ

の
転
換
に
あ
る
こ

と
を
告
発
し
ま
し

た
。

　
ア
ベ
政
権
は
選

挙
が
終
わ
る
や
否

や
医
療
介
護
の
改
悪
を
公
言
し

て
い
る
も
と
で
高
齢
者
の
運
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し

ま
し
た
。
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サンタクロースに扮しての街宣

雪の降る中行動に参加した面々

労災認定を報告する斉藤弁護士

﹁
ぐ
ん
ま
名
月
﹂
や

「
森
の
か
が
や
き
」
は
、
り
ん

ご
の
名
前
。
あ
な
た
は
い
く
つ

知
っ
て
い
ま
す
か
。
王
林
や
ふ

じ
、
紅
玉
、
と
き
、
つ
が
る
、

シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
シ
ナ
ノ
ゴ

ー
ル
ド
、
こ
う
こ
う
、
こ
う
り

ん
、
世
界
一
・
・
・
書
き
き
れ

な
い
（
久
保
田
栄
美
・
県
教
組
）

最
近
孫
に

お
や
つ
を
買
わ
せ
ら
れ
、
笑
い

な
が
ら
コ
ン
ビ
ニ
に
誘
わ
れ
ま

す
。
つ
い
つ
い
買
っ
て
あ
げ
て

し
ま
い
ま
す
が
、「
パ
パ
の
分

も
」
と
言
い
、
す
ぐ
に
ビ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー
に
行
き
５
０
０
㎖
も

毎
回
買
っ
て
い
ま
す
。
パ
パ
の

笑
顔
が
見
た
い
ん
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。（
小
野
透
・
青
森
保

健
）

遠
く
へ
行
か
な
く
て
も

近
く
の
公
園
や
街
路
樹
で
紅
葉

を
楽
し
ん
で
季
節
を
感
じ
て
い

ま
す
。（
村
田
洋
子
・
年
金
者

組
合
）

年
１
回
の
﹁
介
護
教
室
﹂

と
「
ほ
の
ぼ
の
昼
食
会
」
が
今

年
も
開
か
れ
ま
し
た
。
指
先
を

使
っ
た
脳
ト
レ
体
操
。
色
ど
り

も
き
れ
い
な
お
弁
当
。
最
後
は

「
ふ
る
さ
と
」「
夕
焼
け
小
焼

け
」
そ
し
て
お
座
敷
小
唄
の
替

え
歌
「
ぼ
け
な
い
小
唄
」
を
合

唱
。
上
川
町
の
32
人
の
皆
さ
ん
、

と
て
も
お
元
気
で
す
。（
都
谷

ヒバクシャ署名82,000筆〝
カ
ロ
ー
シ
促
進
法
〞

許
さ
な
い
！

病
院
は
ブ
ラ
ッ
ク
の
巣
か

広
島
市
で
被
爆
し
た
こ
と
、
現

在
生
活
し
て
い
る
長
野
県
で
知

事
を
は
じ
め
全
市
町
村
長
が
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
サ
イ
ン

し
た
こ
と
を
語
り
、
国
際
署
名

の
取
組
み
の
意
義
を
強
調
し
ま

し
た
。
（
前
日
八
戸
市
で
も
同

　

11
月
14
日
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
青

森
県
連
絡
会

総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立

っ
て
連
絡
会

結
成
１
周
年

を
記
念
し
て
、

日
本
被
団
協

の
藤
森
俊
希

事
務
局
次
長

が
講
演
し
ま

し
た
。

　

藤
森
氏
は
、

森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

10
月
か
ら
健
生
病
院
が

弘
前
市
扇
町
に
移
転
し
ま
し
た
。

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。 

（
長
内
彩

菜
・
健
生
労
組
）

岩
木
山
が
色
付
い
て

秋
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
た
晴
れ

た
日
に
、
西
目
屋
の
水
陸
両
用

バ
ス
に
乗
っ
て
ダ
ム
湖
を
一
周

し
て
き
た
。
木
々
の
紅
葉
が
き

れ
い
で
命
の
洗
濯
を
し
た
想
い

だ
っ
た
。（
木
村
裕
子
・
県
教

組
）

生
後
３
か
月

の
３
番
目
が
、
ミ
ル
ク
を
あ
ま

り
飲
ま
な
く
な
っ
て
、
寝
か
し

付
け
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。（
玉
熊
律
郎
・
民
医
労
）

　

安
倍
首
相
の
、
「
日
本
を
企

業
が
世
界
で
一
番
活
躍
で
き
る

国
に
す
る
」
と
の
方
針
を
受

け
、
政
府
は
労
働
法
制
の
改
悪

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
来
年
の

通
常
国
会
で
「
働
き
方
改
革
関

連
一
括
法
案
」
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、
①
残
業
時
間
の
上
限
規
制

を
、
単
月
で
１
０
０
時
間
未

満
、
平
均
80
時
間
以
内
＝
年
間

９
６
０
時
間
以
内
の
過
労
死
ラ

イ
ン
の
容
認
②
残
業
代
ゼ
ロ
法

案
と
言
わ
れ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
③
名
ば
か
り

の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
④

一
定
時
間
以
上
の
残
業
代
不
払

い
の
裁
量
労
働
制
の
営
業
職
へ

様
の
講
演
会
を
開
催
）

　

総
会
で
は
事
務
局
か
ら
１
年

間
の
活
動
の
ま
と
め
と
今
後
の

活
動
の
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
連
絡
会
に
は
33
団
体
３
個

人
が
加
入
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名

は
８
２
４
６
６
筆
（
11
／
10
現

在
）
で
今
年
の
10
万
筆
の
目
標

の
82
％
、
27
自
治
体
首
長
の
賛

同
署
名
、
８
名
の
県
議
会
議
員

の
賛
同
、
平
和
首
長
会
議
に
38

第325回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
325
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
富
士
山
は
３
７
７
６
ｍ

④
ユ
ズ
湯
に
入
り
ま
す

⑥
イ
ヌ
と
仲
が
悪
い
動
物

⑦
始
ま
り
は
「
起
首
」
終
わ
り

は
？

⑨
白
・
黒
・
茶
の
交
っ
た
毛

⑪
易
者
の
仕
事

⑬
手
品
の
し
か
け
を
公
開

⑮
雄
…
…
は
銀
、
沈
黙
は
金

⑯
マ
イ
…
…
。
パ
ト
…
…

⑰
知
識
や
教
養
の
あ
る
人

⑲
サ
イ
ン
や
絵
を
か
く
厚
紙

⑳
走
行
…
…
。
遠
…
…
通
勤

㉒
熱
帯
…
…
。
深
海
…
…

㉓
太
陽
が
見
え
な
い
時
間
帯

㉕
も
ち
つ
き
の
道
具

㉖
お
も
ち
ゃ
の
こ
と
で
す

㉗
陸
地
と
水
上
も
走
る
こ
と
が

で
き
る
…
…
両
用
バ
ス

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
雨
の
日
の
必
需
品

②
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
ろ
各
地

で
見
ら
れ
る
電
飾

③
刺
身
の
そ
ば
に
添
え
る
海

藻
や
野
菜
の
こ
と
で
す

④
書
物
の
見
返
し
の
次
の
頁

⑤
机
で
仕
事
し
ま
す

⑧
郵
便
・
電
信
・
電
話
な
ど

⑩
手
当
て
。
ヘ
ア
…
…
。　

ア
フ
タ
ー
…
…

⑫
食
卓
に
奉
行
が
登
場
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

⑬
と
び
が
生
む
こ
と
も
あ
り

ま
す

⑭
字
画
を
く
ず
さ
な
い
書
体

⑱
…
…
は
本
能
寺
に
在
り

㉑
危
険
。
営
業
上
の
…
…

㉒
鳥
獣
人
物
…
…
の
絵
巻
物

㉔
…
…
番
電
話
に
録
音

第
323
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
サ
イ
ク
リ
ン
グ

《
当
選
者
》
21
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

小
野
透
（
青
森
保
健
）

玉
熊
律
郎
（
民
医
労
）

加
福
重
治
（
年
金
者
組
合
）

中
村
友
是
（
私
教
連
）

成
田
明
雅
（
年
金
者
組
合
）

　
11
月
18
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
厚
労
省
主
催
の
「
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
70
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
新
潟
市
民
病

院
で
過
労
自
殺
し
た

女
性
研
修
医
の
労
災

認
定
を
遺
族
代
理
人
と
し
て
か

か
わ
っ
た
斉
藤
裕
弁
護
士
が
基

調
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
斎
藤
弁
護
士
に
よ
る
と
４
か

月
間
に
わ
た
っ
て
月
２
０
０
時

間
、
死
亡
す
る
１
か
月
前
で
も

１
６
０
時
間
の
時
間
外
労
働
を

し
て
い
た
こ
と
が
電
子
カ
ル
テ

か
ら
判
明
し
た
た
め
、
新
潟
労

働
基
準
監
督
署
が
今
年
５
月
に

労
災
認
定
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
斉
藤
弁
護
士
は
、
医
師
法

19
条
の
「
応
召
義
務
」
の
規
定

を
削
除
し
な
い
限
り
過
労
死
を

な
く
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
強

調
し
ま
し
た
。
中
原
の
り
子
東

京
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の
会

代
表
も
、
18
年
前
の
小
児
科
医

師
を
し
て
い
た
夫
の
過
労
自
殺

を
涙
な
が
ら
に
報
告
、
医
師
の

長
時
間
労
働
の
根
絶
を
訴
え
ま

し
た
。

の
拡
大
等
、
長
時
間

労
働
と
残
業
代
不
払

い
等
の
労
働
法
制
の

大
改
悪
で
す
。

　

労
働
法
制
改
悪
反

首
長
の
加
盟
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
原
水
協
・
青
森
市
原
水
爆

禁
止
の
会
は
、
５
月
か
ら
月
１

回
の
地
域
署
名
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
11
月
25
日
は
吹
雪

の
寒
い
中
、
12
名
が
参
加
し
て

野
木
和
団
地
に
入
り
、
約
１
時

間
で
78
筆
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

対
青
森
県
連
絡
会
は
、
青
森
市

で
16
年
10
月
か
ら
月
２
回
の
街

宣
・
署
名
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
に
労
働
法
制
改

悪
の
中
身
が
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。


